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発達障害
自閉症やアスペルガー症候群、注意欠陥多動性障害等の各種発達障害の概要・特性について理解し、
発達障害を持っていると思われる子どもが入所した場合でも適切な関わり方・コミュニケーションができるよう
になることを目的とします。

厚生労働省 令和4年度子ども・子育て支援推進調査研究事業
一時保護所職員に対して効果的な研修を行うための調査研究
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発達障害（１）
Point！• 発達障害を持った子どもが入所することもあるため、各障害の概要について把握し、適切なかかわり方ができるよう

備えることが重要です

発達障害とは

• 発達障害は、生まれつきみられる脳の働き方の違いにより、幼児のうちから行動面や情緒面に特徴がある状態
です。

• 発達障害には、自閉スペクトラム症、注意欠陥多動性障害（AD/HD)、学習症（学習障害）などが含まれ
ます。同じ障害名でも特性の現れ方が違ったり、いくつかの発達障害を併せ持ったりすることがあります。

• 一時保護所にはこうした障害を持った子どもが入所することもありますので、各障害の概要について理解しておくこ
とが重要です。

• なお、厚生労働省の平成28年生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）によれ
ば、平成２８年１２月１日現在における、医師から発達障害と診断された者の数は481千人と推計されてい
ます。年齢階級別にみると、同時点で0~９歳は103千人、10～17歳は107千人と推計されています。
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• 2013年のアメリカ精神医学会の診断基準DSM-5の発表以降、自閉症、アスペルガー障害、広汎性発達障害と
いった疾患を総称して自閉スペクトラム症と整理されていますが、本資料では発達障害者支援法第2条第1項の
記載に合わせて、下図のとおり、自閉症、アスペルガー症候群、広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性
障害について取り上げます。

発達障害（２）

（出所）政府広報オンライン「発達障害って、なんだろう？」(https://www.gov-
online.go.jp/featured/201104/index.html) (2022.03.11参照) より引用
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• 広汎性発達障害とはコミュニケーション能力や社会性に関連する脳の領域に関する発達障害の総称です。自閉
症、アスペルガー症候群のほか、レット症候群、小児期崩壊性障害、特定不能の広汎性発達障害を含みます。

発達障害（３）広汎性発達障害

• コミュニケーションの場面で、言葉や視線、表情、身振りなどを用いて
相互的にやり取りをしたり、自分の気持ちを伝えたり、相手の気持ち
を読み取ったりすることが苦手です。

• 特定のことに強い関心を持っていたり、こだわりが強かったりします。
• また、感覚の過敏さを持ち合わせている場合もあります。

特
徴

自閉症

• 目を合わせない、指さしをしない、微笑みかえさない、あとおいが見ら
れない、ほかの子どもに関心をしめさない、言葉の発達が遅い、こだ
わりが強いといった様子が見られます。

• 言葉を話し始めた時期は遅くなくても、自分の興味のあることばかり
話、相互的に言葉をやり取りすることが難しい場合もあります。

• 初めてのことや決まっていたことが変更されることは苦手で、環境にな
じむのに時間がかかったり、偏食が強かったりすることもあります。

症
状

• 対人スキルの発達を促し、適応力を伸ばすことが期待されます。
• 精神的な不調が現れるまえにストレス要因や生活上の変化がな
かったかなどを確認し、環境調整を試みることが大切です。

支
援

（出所）政府広報オンライン「発達障害って、なんだろう？」(https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html) (2022.03.11参照) より引用
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• 広汎性発達障害とはコミュニケーション能力や社会性に関連する脳の領域に関する発達障害の総称です。自閉
症、アスペルガー症候群のほか、レット症候群、小児期崩壊性障害、特定不能の広汎性発達障害を含みます。

発達障害（4）広汎性発達障害

• アスペルガー症候群は広い意味での自閉症に含まれる一つのタイプで、
「コミュニケーションの障害」「対人関係・社会性の障害」「パターン化した行
動、興味・関心のかたより」があります。

• 自閉症のように、幼児期に言葉の発達の遅れは少なく、知的には正常で
あるため、障害があることがわかりにくいですが、成長とともに不器用さが
はっきりすることが特徴です。

特
徴

アスペルガー症候群
• 障害に気づかれずにきた子どもの場合は、学校生活上の基本ルールが理
解できていないことが多く、先生の指示に従わず、興味のある授業のみ参
加し、それ以外の授業には参加しないといったような問題行動が頻発しま
す。

• 集団行動が苦手なこともあり、いじめの標的となることが少なくありません。
• しつけの問題と思われていたり、ADHD(注意欠如・多動性)と誤診され
ていたりする子どももいます。

• 自分の興味のあることについては膨大な知識を持っていますが、そうでな
いことは無視をしてしまうといった傾向が見られます。

• 周囲に合わせるとか、雰囲気をつかむとか言ったことが出来ません。

症
状

• 対人スキルの発達を促し、適応力を伸ばすことが期待されます。
• 精神的な不調が現れるまえにストレス要因や生活上の変化がなかったか
などを確認し、環境調整を試みることが大切です。

支
援

（出所）政府広報オンライン「発達障害って、なんだろう？」(https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html) (2022.03.11参照) より引用
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発達障害（5）注意欠陥多動性障害(AD/HD)

注意欠陥多動性障害(AD/HD)
• 発達年齢に比べて、落ち着きがない、待てない（多動性-衝動性)、注意が
持続しにくい、作業にミスが多い（不注意）といった特性があります。多動
性ー衝動性と不注意の両方が認められる場合も、いずれか一方が認められ
る場合もあります。

特
徴

• 多動性ー衝動性は落ち着きがない、座っていても手足をもじもじする、席を
離れる、おとなしく遊ぶことが難しい、しゃべりすぎる、順番を待つのが難しい、
他人の会話やゲームに割り込むなどで認められます。

• 不注意の症状は、学校の勉強でミスが多い、やるべきことを最後までやりとげ
ない、課題や作業の段取りが苦手、整理整頓が苦手、宿題のように集中力
が必要なことを避ける、忘れ物や紛失が多い、気が散りやすいなどがあります。

• 不安や気分の落ち込み、気分の波などの精神的な不調を伴うこともあります。

症
状

• 幼児期・児童期には環境を整えて集中して課題に集中しやすいようにする、
ほめ方を工夫するなどの方法で、増やしたい行動を増やすのが基本とされて
います。

• 勉強などに集中しないといけないときには本人の好きな遊び道具を片付けま
す。集中しないといけない時間は短めに、一度にこなさなければいけない量
は少なめに設定し、休憩をとる時間もあらかじめ決めておきます。

• やらないといけないことはToDoリストに書いたり、簡潔にわかりやすい言葉で
伝えることが大切です。

• 環境調整や行動からの取組を行っても日常生活における困難が持続する
場合には薬物療法も有効です。ただし、薬物療法は症状を緩和するもので
根治的な手段ではないことに留意が必要です。

支
援

（出所）内閣府：政府広報オンライン「発達障害って、なんだろう？」(https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html) (2022.03.11参照) より引用
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発達障害（6）学習障害（LD）

学習障害（LD）
• 全般的な知的発達に遅れはないのに、聞く、話す、読む、書く、計算
する、推論するなどの特定の能力を学んだり、行ったりすることに著しい
困難を示す様々な状態をいいます。学業成績や日常生活に困難が
生じます。

特
徴

• 学習障害の子どもに対しては、教育的な支援が重要になります。
• 読むことが困難な場合は大きな文字で書かれた文章を指でなぞりな
がら読んだり、文章を分かち書きにしたり文節にわけることも有用です。

• 音声教材（電子教科書）を利用することも有用です。
• 書くことが困難な場合は大きなマス目のノートを使ったリ、ICT機器を
活用したりすることも有用です。

• 計算が困難な場合は絵を使って視覚化するなどのそれぞれに応じた
工夫が必要です。

• 学習障害は気づかれにくい障害でもあるため、子どもにある困難さを
正確に把握し、決して子どもの怠慢さのせいにしないことが重要です。

支
援

（出所）政府広報オンライン「発達障害って、なんだろう？」(https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html) (2022.03.11参照) より引用
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• 発達障害の子どもが、その子にあった支援を受けられない、その子の特性に合わない環境に置かれるなどして、スト
レスや周囲との不適応が高じることにより、精神疾患を発症したり、問題行動を起こしたりする状態を二次障害と
言います。

• 二次障害は必ずしもすべての発達障害の子どもに表れるものではありません。周囲の理解や適切な支援を得ること
ができ、本人が発達障害を前提として生活を工夫することで回避することが出来ます。

• 二次障害には大きく分けて、自分に対する苛立ちや精神的葛藤が自分に対して発露される「内在化障害」と精神
的葛藤が他者に対して影響を及ぼすような行動として発露される「外在化障害」があります。

発達障害の二次障害

（参考）大阪メンタルクリニック梅田院「ADHDやASD等の発達障害による二次障害(https://osakamental.com/symptoms/adhd-2ji.html) (2022.03.24参照) 

疾患・症状

内在化障害
うつ病、抑うつ状態 / 適応障害 / 不安障害 / 強迫性障害 / 依存症 /
心身症、自律神経失調症 / 不登校、引きこもり / 対人恐怖症 / 
慢性的な意欲低下 / 自己肯定感の低下

外在化障害 反抗挑戦性障害 / 行為障害 / 暴力、暴言 / 家出 / イライラ / 
感情不安定、自傷 / 他社に対する敵意、攻撃性 / 非行などの反社会的な行動
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知能検査
Point！ • 知能検査を実施することにより、援助者が受検者の生活を支援するにあたってのヒントを得られる場合があります。

知能検査とは
• 知能検査は、個人の特性（得意なことや苦手なこと）がどのような点
に表れるか、知能や発達の水準を客観的に明らかにするための検査
です。

• 知能検査を実施するメリットは、「他の人と比較した受検者の知能や
発達の特徴を知ることができる」「受検者の得意・不得意がわかる」
「受験者が今後の生活を送りやすくするヒント（援助者が受検者の生
活を支援するにあたってのヒント）が得られることです。

知能検査の種類

• 知能検査は、その目的や測定する知能の性質、受検者の年齢によって
いくつかの種類があります。
— WISC-Ⅳ（5歳～16歳11か月）
— WAIS-Ⅳ（16歳～89歳）
— 田中ビネーⅤ（2歳～成人） 等

• この中でよく用いられるのがWISC-Ⅳです。
• WISC-Ⅳでは、「言語理解」「知覚推理」「処理速度」「ワーキングメモ
リー」といった4つの指標とIQ(知能指数）が数値化されるとともに、それら
の能力のバランスを見ることが出来るようになります。

• ４つの指標の内容と、その指標の高低から言えることは右表のとおりです。

指標 内容 指標から得られる示唆

言語
理解

• 語彙や言葉で説明す
る力などを測る

• この指標が高い子どもは、言葉でま
とめたり説明したりすることが得意
で語彙も豊富

• この指標が低い子どもは、言葉の意
味を正確に捉えずに使用している可
能性があり、それが原因で相手が伝
えたいことと実際に伝わっているこ
とに齟齬が生じている可能性がある。
絵図を使った説明をするとよい

知覚
推理

• 目で見た情報を踏ま
えて論理的に物事を
考える力を測る

• この指標が高い子どもは、推論が得
意で、例えば数学で言えば図形の問
題が得意であることがある

• この指標が低い子どもは、「論理的
な思考」が必ずしも苦手とは言えな
いが、図や表が入った説明では言葉
での説明による補足が必要かもしれ
ない

処理
速度

• 単純な作業を素早く
正確に行う力を測る

• この指標が高い子どもは、決まった
作業をひたすら行うことは得意

• この指標が低い子どもは、何か作業
を行う場合は余裕をもって取り組め
るように配慮することを心掛けると
よい

ワーキ
ングメ
モリー

• 耳から入った情報を
短時間記憶にとどめ
たり、複数の情報を
同時に処理したり、
その情報を頭の中で
整理しながら考えた
りする力を測る

• この指標が高い子どもは、聞いた情
報を頭の中で整理して考えることが
得意で、口頭指示が伝わりやすい

• この指標が低い子どもは、耳から
入った情報を覚えておくことが苦手
であるため、何かを指示するときは
メモなどで小出しにして渡すとよい
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• 内閣府：政府広報オンライン「発達障害って何だろう」 (https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html) (2022/03/11参
照）

• 厚生労働省：「知ることからはじめようみんなのメンタルヘルス総合サイト」
（https://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_develop.html）

• 文部科学省「各発達段階における子どもの生育をめぐる課題等について（参考）[改定]. 
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/053/shiryo/attach/1285897.htm. (2022/03/09参照)

• 大阪メンタルクリニック梅田院「ADHDやASD等の発達障害による二次障害」(https://osakamental.com/symptoms/adhd-2ji.html) 
(2022.03.24参照)

• 株式会社Kaien : 「知能検査とは？大人の知能検査WAIS-Ⅳを読み解く」（https://www.kaien-lab.com/faq/2-faq-diagnosis/wais-
iv/）（2022/03/24参照）

• スタジオそら：そら通信 障害・療育「知能検査の種類と内容とは？ WISC-Ⅳを中心にまとめます」
(https://studiosora.jp/column/1132/#:~:text=%E7%9F%A5%E8%83%BD%E6%A4%9C%E6%9F%BB%E3%81%A8%
E3%81%AF%E3%80%81%E6%96%87%E5%AD%97%E3%81%A9%E3%81%8A%E3%82%8A,%E3%82%92%E5%87
%BA%E3%81%99%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%82%E3%82%8A%E3%81%BE%E3
%81%9B%E3%82%93%E3%80%82)(2022/03/24参照)

• オンライン発達相談サービスkikotto: 「発達障害（ADHD、自閉症、学習障害）の知能検査や診断とは？」（https://adds.or.jp/sodan/post-
458/）（2022/03/24参照）
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